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I .はじめに

73 

ニホンリス (Sciuruslis以下りス)はリス科リス属に属する日本魁存穂である。現在，日

本の各地で生息数を減らしつつあり，中国池方.tJ、商の個体群は，絶滅の恐れのある地域個体鮮

に指定されている(間部， 2002)。神奈JIH県や千葉県で、も 1980年代に比べ， 2000年代では生息数

が減少している(田村， 2008)。また， ;}志性11荷乳類であるリスは行動域や食物を森林に強く依

存しているため，森林の分断や消失による生息、への影響が懸念されている(田村， 2000)。

リスは森林部様20ha以下では僚体群の維持は鴎難で，生息する可能性が低い(村田ほか，

2000) といわれているが，岩手県藤冊子打では，岩手大学農学部1(lr属植物園のような 5ha程度

の孤立林や，高松公開のような都市近郊林で長年にわたってリスの生怠が確認されている。こ

のような孤立林や都市近郊林でリスの生息、が縫認できる要因の…っとして，餌資源が関係して

いると考えられる。盛岡市に生息、するリスのメインフードはクルミの堅来である(西， 2006)。

のリスの平均行動障面積はオスで'3.65ha，メスで'L45haと，一般的なリスの行動額面

(オス20ha，メス10ha) (矢竹 .133村， 2001) に比べて非常に狭く，仔動閣内のクルミの本数

密度が高いほど，行部j図面碕が小さくなる傾向がある(西ほか， 2011)。そのため，岩手大学農

や，高松公園のように生息地が狭くても，リスの生息が可能だと考えられる。
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しかし， リスはクルミ以外にも，季節により様々な食物を利用する (Kato，1985)。リスが利

用している餌資源に関しては，これまでに長野県や千葉県などの関東地方で報告されており，

長野県では22穂類 (Kato，1985) を，千葉県では42種類(矢竹ほか， 1999) を利用することが

明らかになっている。また，関東地方では部資源としてマツ類への依存が高い(矢竹・田村，

2001) といわれている。これら潟帯で、ある関東地方と感岡市のような冷j晶子ffと温帯では，植

生が異なるため，リスの食性も異なる可能性がある。盛岡市でも，岩手大学農学部附属植物関

における商 (2004，2006)の研究により リスは部資源として約15種類を利用することが明ら

かになっている。しかし，椴物障は外国産の樹木が多く植栽されているため，日本の横生とし

ては特殊であると考えられる。そこで，本研究では，長年にわたってリスの生息が確認されて

いる謀関市高松公閣のリスの食性の実態を明らかにすることを目的としたO

11. 調査地概要

接関市高松公園は盛岡駅から北に約2.5kmのところに位置している。公圏内には池と，公園局

関の遊歩道と北山散策路に踏まれた森林地がある。高松公閣の植生は，サクラ類 (Prunus

sp.) ，クルミ類 (jugJans sp.) ，コナラ (Quercusserrata ) ，ニセアカシア (Robiniapseudoacacia ) ， 

クリ (Castaneaα-enata)， アカマツ (Pinus densif]ora)や植林されたスギ (Cryptomeria 

japonica)などの針広混交林からなる。本研究では，主に高松公園の池を除いた森林と周辺の

住宅地等を含む約30haを調査地とした(図 1)。高松公留の潤閣は住宅地であることから人通

りも多く，南には国道4号線，東には国道455線などの広い道路が通っている。

111.調査方法

テレメトリー調査および薩接観察によりリスの位置を特定した。リスを捕獲してATS社製

小型発借機を首に装着し，電波の追跡、にはFT290MarkII (八重洲無線製)と 3エレメントの

八木アンテナを使用した。発信機装着個体のおおよその位置を特定した後， J)スが逃げない程

度まで近づき直接観察によりその個体の行動を記録した。食性に関しては，その個体が採食し

ていた食物の種類と採食していた時間を記録した。また リスが食物に一度予をつけてから

すまでを 1@の採食行動とカウントした。調査時間については， J)スの 1日の活動時間を 2つ

に区切り，出巣から正午までを午前，正午から入巣までを午後として，それぞれ加の日程で調

査を行った。食物採食間数について， 4月に 2個体， 5 ~ 7に31間体， 8月に4個体， 9・10

月に 2個体， 11・12月に 1個体，それぞれ l個体につき午前と午後 11必ずつ誠査を行った。リ

スを捕獲するための畏の設置は2009:If三10月から2010年12月まで継続して行った。食性調査は

2010年4月から12月まで、行った。



盛岡市の都市近郊林に生息するニホンリスの食性 75 

(出典:国土地環|淀地形図を冗に筆者改変)

国 1 調査地:盛岡市高松公麹

cで阻まれた部分が調査地

Fig.l. Study area (around black line) : Takamatsu Park in Morioka City 

IV.結果

食性調査の結果，確認できたリスの食物を月ごとに表 lに示した。また，月ごとの食物別採

食回数を表2に示した。高松公開のリスが利用している食物は，クルミ類の竪来(オニグルミ

luglans ailanthiforIa .ヒメグルミ JSLIbcordifol・mis)，ヤマグワ (MorusaustraiJ・s) の液果，

アカマツの球来，クルミ類の花，スギの葉，アカマツの葉，ニセアカシアの葉，その他広葉樹

の葉，サクラ類の新芽，スギの樹皮，その他針葉樹の樹皮，クリの樹皮，ニセアカシアの樹皮，

その他広葉樹の樹皮の14種類であったO 春は食物の種類が多様であり，秋はクルミ類の竪来が

ほとんどとなる傾向があった。また，クルミ類の竪来は全ての月で採食されていることが篠認

されたO クルミ類の陸果以外の食物は，採食が観察された丹と観察されなかった月があり，季

節による差があった。クルミ類の花とサクラ類などの新芽は 5月にのみ，業は針葉樹が5月と

8丹，広葉樹が4月から 7月にかけて，クルミ類の堅巣の次に高い頻度であった樹皮(表 2) 

は， 5月から 7月にかけてと 9月と 12月に観察された。しかし，樹皮に関しては，双浪鏡によ

る霞接観察では樹皮自体を食べているのか，樹皮J:tの幼虫または樹脂・樹液を食べているのか

を判断することはできなかった。ヤマグワの液来は 6月と 7月，アカマツの球果は 8月と 9月

に採食された。
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表 1 高松公園におけるこホン 1)スの食物

Table L The food of squirrels in Takamatu Park 
クルミ類の怒采，広築樹の葉

クルミ類の怒泉，アカマツの梁・スギの紫-ニセアカシアの業，サクラ類の新:lf， クルミ類の

花，スギの樹皮，広梁樹の樹皮

クルミ類の竪主義，ヤマグワの液来，ニセアカシアの繋，

クリの樹皮・スギの樹皮・ニセアカシアの樹皮・その他広否定樹の樹皮

クルミ類の怒来，ヤマグワの液糸，ニセアカシアの業・その他広葉樹の葉，

クリの樹皮・その他広葉樹の樹皮・針葉樹の樹皮

クルミ類の堅条，アカマツの球果，スギの繋

クルミ類の怒果，アカマツの球糸.広葉樹の樹皮

クルミ類の際果

クルミ類の怒来

クルミ類の~采，クリの樹皮

4月

5月

6月

7M 

3M 
9月

10月
11月
12M 

*クルミ類とはオニグルミとヒメグルミである。
*サクラ類とはソメイヨシノ，シダレザクラ，ヤマザクラ，オオヤマザクラなどである。

表2 ニホンリスの月ごとの食物別採食毘数

Table 2. The number of feeding times of each food by squirrels 
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

個体数 233342211  
クルミ類の墜果 12 9 3 4 16 12 18 5 3 
アカマツの球来 5 1 
ヤマグワの液采 4 4 

針葉樹のき認 4 
広葉樹の葉 2 2 1 4 

サクラ類のがI芽 1 
その他広葉樹の新ヲヂ l 

クルミ類の71:: 2 
長i"立i~1討の樹皮 11 2  1 
広葉樹の樹皮 448  1 
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国2 ニホン 1)スの食物別採食時間割合 (t=全体の採食時間(分)) 
Fig.2. Ratio of fe巴dingtim日 ofeach food by squirrel. (t=all feeding time (minute)) 
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食物別採食事問割合を ~12 に示した。鵠査期詞を通してクルミ類の竪来の割合が高かったが，

5月から 7月にかけてはクルミ類以外の食物の種類数も多くなり，特に樹皮の割合が高く，ク

ルミ類の思果の採食時間の割合は低かった。しかし， 9月以降はクルミ類の堅果に採食時間の

ほとんどを費やしていることカf明らかになったの

v.考察

本部査の結果，高松公障に生息するリスは14種類以上の餌資源を利用していることが明らか

になったO クルミ類の堅巣は，調査期間の全ての月で採食されていた。これはクルミ類の堅巣

が結実期の採食物としてだけではなく，貯食物としても適している(田村， 2004) ため，結実

期以外でも採食物となるためと考えられる。

間じクルミ類でも花の部分は 5月にのみ採食されていることが確認された。これは，

にクルミ類の開花は 5月から 6月といわれている(佐竹， 1989) ことからこの時期にのみ採食

されたと考えられる。 同じく 5月にのみ抹食されたサクラ類などの新芽は， 2010年の盛陪市の

サクラ類の陪花日が4月25EI (日本気象協会，2010)であり，開花後から徐々に芽生え始めた

ために， 5月に採食されたと考えられる。

4~7 月にかけて広葉樹の葉， 5月と 8月に針葉樹の葉の採食が線認された。また，広葉樹

の葉の方が針葉樹の葉よりも採食間数は多かった。白読の範1mではあるが4~7 月は，

の若葉が生い茂っていたことから，リスに採食され，それ以降は繋が硬くなる，あるい

に入り始めたために，採食されなかったのではないかと考えられる。一方，針葉樹では 5月

および8月のみ常緑針葉樹の葉を食べていたO 常緑針葉樹の葉は liドi千二3採食が可能であるが，

に比べ，葉の面積が小さく硬い(高犠， 2007) ことから， リスは針葉樹よりも広葉

樹の菜を好んで、採食していると考」えられる。

樹皮の利用は， 5月から 7月にかけてと 9月， された。リスが樹皮自体を食べて

いるのか，樹皮に隠れた幼虫や樹脂・ を食べているのかまではわからなかった。しかしな

がら，幼虫は気棋の上昇やフェノロジーの関係などの理府から夏にかけて増加する(桐谷ほか，

2010)。また，業が生い茂っている 6月から 9丹にかけては，光合成が活発に行われることに

より，樹液が盛んに作られるため，木の斡から染み出す樹液の最も多くなる(矢島， 2005)。し

たがって， 6月から 9月にかけてはこれらも採食していたと考えられる。特に月ごとの採食時

間割合から， 6月と 7月は他の月に比べても樹皮を採食する割合が高く，この時期

養価の高い幼虫を採食していた可能性が高い。

6月と 7月にはヤマグワのj夜来の採食も されたが，岩手大学農学部附腐植物閣の

リスでも同様の結果が得られている(函 2004)。ヤマグワの液泉は結実時期が6月から 7月と

いわれており(石井ほか， 2000)，結実時期であるこの時期に集中的に採食していたと考えられ
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る。

アカマツの球泉は 8月と 9月に，その年に結実した球果のみ採食したが，これも結実時期

(佐竹， 1989)の採食であった。また，アカマツの球泉はクルミ類の堅果と問様にリスのメイン

フードとして考えられており，貯食物として適している(田村， 2004)が，高松公閣ではアカ

マツの球采の貯食行動と貯食物の採食は観察されなかった。今回の調査では高松公留の植生調

査は行っていないため自視の範朗ではあるが，クルミ類の本数とアカマツの本数は大体同じ程

度であった。一方で，関 (2004)の岩手大学農学部附属機物簡における研究では，クルミ類の

本数がアカマツの本数よりも多かったため，リスはクルミ類を多く利用していると考えられた。

しかし今回の諦査結巣からクルミ類の堅果とアカマツの球果では圧倒的にクルミ類の竪来の

利用頻度が高かったことから，高松公留に生息するリスはメインフードとしてはアカマツの球

果よりもクルミ類の竪泉を選択していると考えられた。

今閤の結果で得られたリスの食物の種類は，西 (2004)の岩手大学農学部附属機物閣におけ

るリスの食性調査の結果と似ており，食物の撞類数もほとんとe変わらなかった。しかし，長野

県の22種類 (KatoJ985)や，千葉県の42撞類(矢竹ほか， 1999) と同様に， リスは一つの餌資

源のみを利用することなく，季節によって様々な餌資源を利用していた。春から夏にかけては，

利用可能な食物種が増加するために季節に応じて得られる食物を多殺に採食し，エネルギーを

確保していると考えられる。一方 秋にはクルミ類の堅糸の採食因数や採食時間割合が圧倒的

に大きく，それ以外の食物としてはクリの樹皮の探食しか観察されなかった。この時期に多様

な食物を得なくとも生息が可能な理由として，脂肪分を多く含むクルミ類の堅果が結実ピーク

を迎えた(佐竹， 1989)ことが考えられる。クルミ類の堅果が結実することで，春や夏に比べ

て，よりクルミ類の竪果を多く採食することが可能になり，他の食物に頼らなくとも十分にエ

ネルギーを篠保できていると考えられる。

以上のことから，高松公国のリスの食物の種類は14種類程度ではあるが，サクラ類の新芽，

ヤマグワの液来，アカマツの球果など，季節に応じて様々な食物を利用し，生息していること

が明らかになった。特にクルミ類の翠泉は，全ての月を通して採食が観察されたことから，リ

スの生息にとって特に重要な餌資源であると考えられる。
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Summary 

We investigated the food habits of Japanese squirrels in Takamatsu Park and its 

surrounding forest in Morioka City， Iwate Prefecture， northeastern Japan. We observed 

the squirrel's food habits directly. Squirrels fed on walnuts throughout the study pεriod 

and various other items by season. These included the berries of Morus bombycis (June， 

July)， the strobilus of red pine (August. September)， the sprouts of cherry trees (May)， 

and bark (May， June， July， September， December・).We suggest that squirrels f，日edon 

walnuts all sεason but use various types of food depending on season. 




